






American Folklore Society、別名 AFS とい
い、毎年 10 月ごろに全米総会が開かれ、毎
回アメリカ合衆国各地を移動しながら行われ









対する説明が A4 で 1 ページほどにわたる。
その意味は、共同体に発する諸問題を共同体
の構成員が解決するために行う事業をいう。








































































































































































































































ら 7 年後の 2008 年のことであった。さらに
社会のデジタル化は進んだ。この 1 年前の
2007 年には米国アップル社から I-phone が発
売されている。それを受けて日本では、2008
年にソフトバンク、2011 年に KDDI（au）、















































































































































数は一日に 7 〜 80 件。多いときは 100 件を
超えるという。少ない日で 30 件。立ち上げ


























創る人々』が出たのは 2010 年 3 月 25 日であっ
た。それに対して、2010 年 7 月 4 日に毎日
新聞が全国版で「今週の本棚」のコラムで紹




2010 年 12 月 19 日（日）の朝刊には読売新
聞が実際の私への取材に基づいた記事をまと
めている。2011 年 1 月 15 日には日本屋根経
済新聞社が 2010 年 12 月 12 日に行なった高
浜市にある「かわら美術館」での講演「『鬼
板師』への道」に参加して、その概要をま
とめて記事にしている。さらに 2011 年 5 月







て 2011 年 6 月 5 日から 11 日にかけて放送さ
れた。それからしばらくは何もなかったが、
2016 年 1 月 22 日には日本経済新聞東京本社
から豊橋の旧自宅へ取材に来られ同年 2 月 1
日（月）、全国版の 36 面文化欄が鬼師の記事
で埋まった。一方、2017 年末に出版された『鬼




に仕上げてもらい、2018 年 3 月 22 日（木）
に 17 面カルチャーの欄に掲載された。『鬼師







3 月 31 日にはインド海外研修へと旅立った
のである。2019 年 3 月 31 日にインドから帰
国し、その年に「平成」から「令和」へと元
号が代わった。取材はもう無いだろうと思っ
ていた頃、日刊工業新聞社から 2019 年 11 月
13 日（水）に取材があった。それから 1 ヵ
月余りをかけて独自に新聞社は取材を重ね
て、『「三州鬼瓦工芸品」後世につなぐ』とし

































































と進められ、2017 年 9 月 5 日の経済産業省



































































































































































































































































































































































































































































































界』として 2010 年と 2017 年に出版したこと
が大きい。これで共同体そのものが公開と
なった。それまでは一般社会は「そんな職業
あるの ?」と言うほど鬼瓦を作る職人すなわ
ち鬼師については一般認識の外だった。そう
したところへ、偶然にも多くのマスメディア
が何度もこの二冊の本を記事として取り上げ
てくれたのである。このようにして一般社会
にマスメディアを通して鬼師の存在が知られ
るようになったのだ。
取り分け、メディアはこの事に特に敏感で、
以後、直接、各鬼板屋を取材し、映像化し、
テレビを通して一般に放映し始めたのであ
る。鬼師の共同体にかつて無かったメディア
革命が起きている。陽の目を見る事のなかっ
た鬼師が、そして人の目に映らなかった鬼瓦
が、今、一般社会に浸透しつつある。メディ
アを通して、お茶の間から。
このメディア革命とほぼ並行するように、
フェイスブックによる技術の伝承革命が鬼師
の共同体内で同時進行している。鬼師自らが
自らの技術を自ら公開し始めている。鬼師の
共同体は今、大変革の時代へと突入している
と言えよう。新しい鬼瓦手作り職人時代の幕
開けなのかもしれない。
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